On Lao She (老舎) \u27s Shei xian dao le Chong Qing (誰先到了重慶) by 渡辺  武秀
老舎『誰先到了重慶』試論











































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































(1) 『誰先到了重慶』は『中国青年』の第 7 巻第 1 期（1942 年 7 月 1 日）から第 7 巻 2､3
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期合刊(同年 9 月 1 日)まで連載された。単行文は聯友出版から 1942 年 2 月に出版され
ている。(『老舎年譜 上冊』・張桂興編撰・上海文芸出版社 p.378) 
(2) 老舎は長篇小説『老張的哲学』で文壇登場に登場した。この作品は『小説月報』第 17
巻 7 号(1926 年 7 月)から第 12 巻 12 号(12 月)まで連載され､この後長篇、短篇を続けて
発表し行く。白話劇を書き始めるのは盧溝橋事件以後、中国政府の重慶移転に伴い、
老舎もそこに移り住むのだが、それからのことである。 
(3) 拙論「老舎『残霧』試論」（八戸工業大学紀要第 25 号・平成 18 年 2月）、 拙論「老舎
『国家至上』試論」（八戸工業大学紀要第 26 号・平成 19 年 2月）拙論「老舎『張自忠』
試論」（八戸工業大学紀要第 27 号・平成 20 年 2月）拙論「老舎『面子問題』試論」（八
戸工業大学紀要第 28 号・平成 21 年 2月）拙論「老舎『大地龍蛇』試論」（八戸工業大
学異分野融合科学研究所紀要第 8 巻・平成 22 年 3 月）拙論「老舎『帰去来兮』試論」



















































(31) 拙論「老舎『四世同堂』試論」(八戸工業大学紀要第 23 巻 pp.123-139)を参照。 
(32) ここでは特にこの作品と小説との関係は触れていないが、この管のような人物は、実
は老舎の小説作品にはしばしば登場している。1939 年に出版された短編集『火車集』の中
に収められた短編作品の幾つか、或いは以後の『火葬』『四世同堂』がそれである。これら
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の人物ついては、拙論「老舎『火葬』試論」（八戸工業大学紀要第 22 号・pp.67-81）「老舎
『火車集』試論――戦争表現を巡って――」（八戸工業大学紀要第 24 号・pp.171-186）、ま
たは(注 31)の文章で述べたことがある。 
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